
令和８年度第１回碧南市文化財保護審議会次第 

 

             日 時 令和８年５月１２日（火）午後１時３０分から 

             場 所 碧南市藤井達吉現代美術館 地下１階 多目的室Ｂ 

 

１ あいさつ 

 

２ 委員の委嘱について 

 

３ 委員及び事務局職員の紹介 

 

４ 副会長の指名について 

 

５ 議題 

  協議事項 

 (1) 令和８年度事業計画（案）について（資料１） 

 

 (2) 令和８年度文化財展について（資料２） 

 

６ その他連絡事項 
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１ 

 

資料１ 

令和８年度事業計画（案） 

 

１ 文化財保護審議会開催事業 

  文化財の保護・活用に関する重要な事項を、調査・審議をする。 

 (1) 定例会（３回：①５月１２日（火）、②１０月頃、③３月頃） 

 (2) 臨時会 

 (3) 委員視察研修（２月頃） 

 

２ 市史資料調査事業 

  市史資料等の収集・整理、調査などを行う。 

 (1) 市史料第７６集発行 

  ア 内容 史料翻刻 大浜（下の宮）熊野権現神社領概要書上「神領巻」 

 (2) 市史資料収蔵品展の開催 

  ア テーマ スポーツから見た碧南 ―写真でたどるまちの記憶 そして アジア大会へ 

  イ 会 期 令和８年８月１日（土）～８月３０日（日） 月曜日休館 

  ウ 会 場 文化会館 １階 展示室２ 

  エ 主 催 市・市教育委員会 

  オ 共 催 市スポーツ課（予定） 

 (3) 古
こ

文
もん

書
じょ

入門講座 

  ア 開催日 令和８年８月から９月頃（全５回程度） 

  イ 内 容 江戸時代の版
はん

本
ぽん

や古文書などを解読する。 

  ウ 会 場 藤井達吉現代美術館 地下１階 多目的室Ｂ 

 (4) 広報へきなん（偶数月号）に「碧南の歴史へのいざない」を連載 

 

３ 文化財調査事業 

  市内に保存・伝承されている文化財を調査・研究し、必要に応じて指定を行う。また

文化財展等を通じて、広く市民に文化財に対する理解と関心を高めるよう努める。 

 (1) 文化財の調査・研究 

  ア 歴史的建造物調査 

   (ｱ) 実施時期・場所 ９月頃／検討中 

   (ｲ) 内容 実測、写真撮影、調書作成等 



２ 

 

 (2) 市指定文化財の新指定 随時 

 (3) 文化財の保護に対する啓発事業 

  ア 文化財展の開催 

   (ｱ) テーマ 加藤まさみさんが見た昭和のへきなん 

         ～なつかしのふるさと風景画×市所蔵写真から～ 

   (ｲ) 会 期 令和８年８月１日（土）～８月３０日（日） 月曜日休館 

   (ｳ) 会 場 文化会館 １階 展示室１ 

   (ｴ) 内 容 加藤正巳氏（1932-2017）の原画（市秘書課等が所蔵）を紹介し、描

かれた内容に沿った市所蔵写真等を併せて展示することで、昭和の碧南

の歴史を再構築する。 

  イ 文化財防火デー行事の実施 

   (ｱ) 実 施 日 令和９年１月２６日（火）午後２時から 

   (ｲ) 実施内容 防火点検 防火設備の点検及び文化財管理状況の確認 

          消火訓練 碧南消防署員及び関係者の協力のもとに実施 

   (ｳ) 実施場所 西端地区（調整中） 

 

４ 指定文化財への補助事業 

  碧南市文化財保存事業補助金交付規程及び碧南市伝統文化保存継承事業補助金交付規

程に基づき、指定文化財の保存を支援する。 

 (1) 市文化財保存事業補助金 

補助対象事業 予算措置額 

称名寺所蔵県指定文化財の管理（文化財収蔵庫警報設備維持） 192,456円 

「霞
か

浦
ほ

神社のケヤキ」の保存（維持） 141,000円 

絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

（国指定重要文化財）の修理 452,880円 

熊野神社 射
い

小
ご

屋
や

並
ならび

に南
なん

山
ざん

矢
や

取
とり

塚
づか

（県指定有形文化財）の修理 292,486円 

木
もく

造
ぞう

聖
しょう

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

（県指定有形文化財）の修理 266,310円 

 (2) 市伝統文化保存継承事業補助金 

補助対象事業 予算措置額 

チャラボコ保存継承事業（碧南チャラボコ連合保存会） 200,000円 

山
だ

車
し

からくり囃
はや

子
し

三
さん

番
ば

そう保存継承事業（大浜中区山車保存会） 80,000円 

囃子三番そう保存継承事業（鶴ヶ崎区山車保存会） 80,000円 

 (3) 付記 



３ 

 

  ア 絹本著色釈迦三尊像（林泉寺所有、国指定重要文化財）の修理 

   (ｱ) 修理期間 令和７年４月１日～令和９年３月３１日（２か年） 

   (ｲ) 修理場所 京都国立博物館 文化財保存修理所（京都市東山区） 

   (ｳ) 修理事業者 株式会社光影堂（京都市下京区） 

   (ｴ) 修理事業概要・画像 

   (ｵ) 付記 国庫補助、県市随伴補助のほか、「紡ぐプロジェクト」文化財維持・修

理助成事業助成あり。 

  イ 熊野神社 射小屋並に南山矢取塚（熊野神社所有、県指定有形文化財）の修理 

   (ｱ) 目的 南山大壁全体に損傷や、所々にひび割れ、欠損が進行してきた。このた

め左官工事を実施することで大壁の劣化を復旧する。 

   (ｲ) 修理期間 令和８年４月１０日～９月３０日 

   (ｳ) 修理事業者 中島左官株式会社（江南市） 

   (ｴ) 修理内容 南山大壁の左官工事 

  ウ 木造聖観音菩薩立像（称名寺所有、県指定有形文化財）の修理 

   (ｱ) 目的 近年徐々に像の前傾が進みつつあり、転倒及び損壊が危惧される状態で

あるため、本体及び台座・光背を修理する。 

   (ｲ) 修理期間 令和８年４月１日～令和９年１月３１日 

   (ｳ) 修理事業者 愛知仏像修復工房 横川耕介氏（尾張旭市） 

   (ｴ) 修理内容 本体は、矧
はぎ

目
め

に緩みがある部分を解体し、矧
は

ぎ面
めん

を清掃のうえ組み

直す（表面に彩色下地層の剥落止めを施す）。台座は、 框
かまち

を新
しん

補
ぽ

す

るとともに、既存の台座を水平にもどす。また心
しん

棒
ぼう

をより太いものへ

一新し、框の中央より立ち上げる仕様とする。光背は、軸棒を框より

立ち上げる仕様とする。 

 

５ 施設維持管理事業 

  大浜陣屋広場、旧大浜警察署の維持・管理を行う。 

 

６ 歴史系企画展開催事業 

 (1) 名称 称
しょう

名
みょう

寺
じ

と時
じ

宗
しゅう

の宝物展 

 (2) 会期 令和９年１月２３日（土）～２月２８日（日） 午前１０時～午後５時 

 (3) 会場 藤井達吉現代美術館 ２階展示室、１階展示室３ 

 (4) 主催 市・市教育委員会・藤井達吉現代美術館 



４ 

 

 (5) 協力 文化財保護審議会 

 (6) 観覧料 一般６００円 高大生４８０円 中学生以下無料 

 (7) 内容 称名寺は、創建が室町時代に遡る碧南市の古刹である。同寺は一
いっ

遍
ぺん

を開祖

とする時宗の三河地方の拠点で、残された連
れん

歌
が

から徳川家康の幼名「竹千

代」の命名を伝える地として知られている。本展では、称名寺に伝わる絵画、

彫刻、書跡、工芸、歴史資料の宝物や時宗に関する資料を一挙に紹介する。 



 

資料２ 

   協議事項(2) 令和８年度文化財展について 

 

１ 会期 令和８年８月１日（土）～８月３０日（日） 月曜日休館 

２ 会場 碧南市文化会館 １階 展示室１ 

     （展示室２で市史資料収蔵品展「スポーツから見た碧南」を同時開催予定） 

３ テーマ 加藤まさみさんが見た昭和のへきなん 

       ～なつかしのふるさと風景画×市所蔵写真から～ 

４ 内 容 加藤正巳氏（1932-2017）の原画（市秘書課等が所蔵）を紹介し、描かれた

内容に沿った市所蔵写真等を併せて展示することで、昭和の碧南の歴史を再構

築する。 

５ 展示案 

６ 出品候補作品等 

 (1) 加藤まさみ画 なつかしのふるさと風景画 ３２点（市所有２４点、個人所有８点） 

 (2) 市所蔵写真等（パネル展示） 

 (3) その他資料（松江渡船場関係資料・市所蔵） 


